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１ 目的 

この指針は、学校における食物アレルギー事故を防止し、食物アレルギーを有する児童の学校生活

をより一層安全安心なものとすることを目的とする。 

学校は、本指針に則り、保護者も含めたすべての関係者と一丸となって、すべての児童が安全・安

心で充実した学校生活を送れるよう、相互の理解と信頼、連携・協力のもと取り組まなければならな

い。 

 

２ 食物アレルギー対応の基本的な考え方 

（１）学校給食等における食物アレルギー対応においては、「学校のアレルギー疾患に対する取り組み

ガイドライン（財団法人日本保健会作成、文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課監修）」

（以下「ガイドライン」という。）に準拠して対応する。 

・すべての教職員が食物アレルギーやアナフィラキシーを正しく理解する。 

・アレルギー疾患に関する確認書の提出を必須とし、要配慮児童を把握することで対象者を限 

定する。 

    ・相互の理解と信頼、連携、協力の取り組みを有効に機能させるために、食物アレルギー対応

委員会を設置し運用する。 

 

（２）学校生活管理指導表を有効かつ適切に活用することによる事故防止 

    事故防止の徹底のため、アレルギー対応を踏まえた配慮や給食の各段階におけるチェック機能

を強化し、継続的に改善する。 

    ・校内マニュアルや個別の取組プラン等に基づく対応を行う。 

・事故及びヒヤリハット等が発生したときは、的確に状況を把握し、改善を行う。 

・進学、転校等の場合にもリスクを減らすため、学校間で情報の共有を図る。 

 

（３）「ガイドライン」の内容に関する周知徹底や適切な緊急時対応を行うことができるよう、教職員等

に対する研修の充実を図る。 

    ・「緊急時の対応」マニュアルを作成する。 

    ・エピペンを正しく扱えるように実践的な研修を毎年度実施する。 

    ・年２回、アレルギーを有する児童に対する取り組みプランや発症時の症状と対応の仕方につ

いて確認する。 
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３ 校内及び関係機関との連携体制づくり 

（１）食物アレルギー対応委員会の設置 

学校に校長、教頭、教務主任、保健主事、学年主任、学級担任、養護教諭、給食主任、栄養

教諭で構成する「食物アレルギー対応委員会」を設置し、本指針に基づき、学校における食物

アレルギー対応の具体的な内容を検討・決定する。 なお、対象児童がいない場合も設置する。 
 
 ①委員構成 

職 名 役  割 
校長 委員長（総括責任者） 
教頭 校長補佐、指示伝達、外部対応 
教務主任 教頭補佐、校内連絡、指示伝達、外部対応 
養護教諭 実態把握、主治医や学校医との連携、事故防止、緊急時の対応 
栄養教諭 給食調理、運営の安全管理、事故防止 
保健主事 教務主任、養護教諭、栄養教諭等の補佐 
給食主任 栄養教諭等の補佐、各学級における給食指導の共通指導徹底 
学年主任、学級担任 安全な給食運営、保護者連携、事故防止 

年度ごとの委員については、食物アレルギー対応委員会委員構成表（様式 12）に担当者名を明

記する。 
 

 ②活動内容 

１）食物アレルギー対応委員会において、食物アレルギーの対応における様々なルール、緊急時

の対応マニュアル等を協議、作成し、委員長が承認する。 

   ・毎年、年度始めに第１回食物アレルギー対応委員会を開催する。 

・第１回委員会において、委員会の年間計画を作成する。 

・校内の食物アレルギーに関する情報を集約し、対応について協議・決定する。 

  ２）事故及びヒヤリハット情報を共有し改善策を検討する。 

   ・事故及びヒヤリハット等が発生したときは、養護教諭を中心として、事象を詳細に把握・記 

録し、保護者へ報告、フィードバックを行うなど、的確に状況を把握して改善につなげる。 

   ・教頭は、関係機関との連携を図る。 

   ・教務主任、保健主事は、全教職員を対象に、対応訓練や研修を企画・実施する。実施した研 

修については、研修会記録（様式１０）を作成し、職員に回覧する。 

３）アレルギー対応の取組の評価・改善を行う。 

   ・年度末に第２回食物アレルギー対応委員会を開催し、取り組みを評価し、食物アレルギーの

対応に関する取り組みの改善を行う。 

  ４）保護者からの情報提供を対応に生かす。 

   ・学校は、対象児童の食物アレルギーの状況を把握しない限り、適切な対応を行うことは困難

であるため、保護者に対して、機会を捉えて情報提供を依頼する。 
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（２）教職員の役割 

◎ 主務者  ○ 担当者 

 校 

 

 

長 

教 

 

 

頭 

教務

主任 

学年

主任 

学級

担任 

保健

主事 

養護

教諭 

給食

主任 

栄養

教諭 

１ 校内食物アレルギー対応委員会の設置・招集・統括責任 ◎ ○        

２ 校内食物アレルギー対応委員会における対応策の決定 ◎         

３ 校内食物アレルギー対応委員会の開催 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ 

４ 児童の実態把握    ○ ◎ ○ ◎   

５ 食物アレルギー取組プランの作成  ○ ○  ◎  ◎   

６ 食物アレルギー取組プランの保管・管理  ◎     ○   

７ 保護者や関係機関等との連絡窓口として全体の連絡調整  ◎   ○  ○ ○  

８ 全教職員へアレルギー対応策を周知及び共通理解 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

９ 教職員への連絡調整及び指導助言 

補欠指導授業の引継ぎ等 

 ◎ ◎ ◎ ◎ ○    

１０ 個別面談において保護者へ対応策を伝達（個別の取組プ

ラン・緊急措置方法等） 

 ○   ◎  ◎   

１１ 主治医、学校医への協力依頼 ◎      ○   

１２ 食物アレルギーを発症した場合の対応方法の検討  ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ 

１３ 校内研修等の企画、実施   ◎   ◎ ○   

１４ 他の児童等への指導方法の検討及び実施   ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ 

１５ 給食提供に関する連絡        ○ ◎ 

１６ 給食の内容の事前確認、配膳作業の管理     ○   ○ ◎ 

 

４ 学校における対応  

（１）配慮や管理が必要な児童への取組実践までの流れ 

   ①食物アレルギーの把握 

     就学時健康診断や入学説明会、また、転入時や進級時など機会を捉えて、対象児童とその状

況について把握するよう努める。 

具体的には、対象児童の保護者には１２月上旬に「アレルギー疾患に関する確認書の提出に

ついて」（様式 ２）を、その他の全保護者には、4月初めに「アレルギー疾患に関する確認書の

提出について」（様式１）を配布し、食物アレルギーの有無、原因食材、学校での対応の希望と

その内容についての記載を求める。新入学児童の保護者には各園より「アレルギー疾患に関す

る確認書」を配布し、就学時健康診断時に小学校に提出を求め、対象児童の把握をする。 
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   ②学校生活管理指導表の提出 

学校生活において、食物アレルギーに関して特別な配慮が必要な場合には、医師、保護者そ

れぞれに「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）活用のしおり」（様式４・５）を配布し、

活用方法・記入の仕方に従い、医師の所見を付した「学校生活管理指導表」（様式３）の提出

を保護者に求める。  

対象児童が在校する間、食物アレルギーの状況の変化の有無にかかわらず、毎年度当初に１

回、「学校生活管理指導表」の提出を求めるとともに、状況の変化やそれに伴う対応の変更が

ある場合には、その都度「学校生活管理指導表」または「除去解除申請書」の提出を求める。 

 

  ③保護者との面談、資料の作成 

養護教諭、学級担任は、保護者との面談日程を調整し、面談確認メモ（様式６）に基づき保

護者との面談を実施し、児童の食物アレルギーの状況を把握するとともに、本方針に基づく学

校の対応の考え方を保護者に説明し、理解・協力を求める。  

養護教諭、学級担任は、面談実施後、対応内容を記録した対象児童の「アレルギー疾患に関

する取り組みプラン」（様式７）を速やかに作成する。  

養護教諭・学級担任は、保護者へ対応内容を通知し、「アレルギー疾患に関する取り組みプ

ラン」について説明し、書面で了解を得る。 

 

④食物アレルギー対応委員会の開催 

食物アレルギー対応委員会を開催し、食物アレルギーに関する情報収集と対応についての協

議、校内危機管理体制の構築、関係機関との連携、対応訓練や研修の企画を行う。 

   

 ⑤全教職員への周知 

     ③で作成した「アレルギー疾患に関する取り組みプラン」を全教職員に周知する。 

また、このプランを対象児童に関する他の書類とともに職員室の電話台下ロッカーに保管し、

対象児童がアレルギー症状を発症するなどの緊急時に確認できるようにする。 

 

  ⑥家庭訪問での面談 

    担任は、家庭訪問時に再度保護者からアレルギー状況について聞き取り、保護者との懇談時

に記録した「保護者との面談記録」（様式６）について、変更点や追加点があれば追記する。 

  

  ⑦アレルギー疾患に関する取組プランの引継及び見直し  

     担任・養護教諭は、長期休暇前に、保護者と面談し、アレルギー疾患に関する取り組みプラ

ンの見直しを行う。また、対象児童の食物アレルギーの状況に変化があり、医師の診断のもと

学校の対応について保護者から変更の希望があった場合には、その都度取組プランの見直しを

行う。 

進級時には、アレルギーに関する引継書（様式８）に記入し、学校内で再度対象児童への対

応を周知徹底するとともに、中学校入学時には、保護者の了解を得たうえで、学校間で確実に



 

7 

 

情報を引き継ぐ。 

【配慮や管理が必要な児童への取組実践までのフローチャート】 

１ 異常なし

【確認事項】１　転入生には、「アレルギー疾患に関する確認書」の提出をお願いする。
２　管理指導表は、コピーして保護者に渡す。

・学校給食共同調理場へ
・食材の変更など対応

管理指導票の写の提出

・市教育委員会へ
・確認・支援

取り組みプランの写の提出

アレルギー疾患に関する確認書

全教職員の共通理解

・取組プランの共通理解
・緊急時に誰もが閲覧できる方法
　で管理する。
・入学年度毎に結果を一覧で集約
　する。
・アレルギー対応訓練・研修の実施

↓
　　入学説明会で保護者が管理指導表を提出

管理指導表の提出

　２ 学校生活上の留意点を相談
（「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン」参照）

〇保護者と給食開始までに懇談し、取組プラン
　を作成する。（作成後、保護者に確認）

食物アレルギー対応委員会の開催

・食物アレルギーに関する情報収集と対応に
　ついての協議（給食の時間、食材・食物を扱う
　活動、学級での指導等）
・校内危機管理体制の構築
・関係機関との連携
・対応訓練や研修の企画

　　・アナフィラキシー・食物アレルギー用
　　・気管支ぜん息用
　　・その他のアレルギー用

２ アレルギー疾患あり
（現時点で特別な配慮は必要ない）

※必要になった時は、管理
　指導表の提出

3 アレルギー疾患あり
（特別な配慮が必要）

〇要管理児童生徒
〇新たに特別な配慮が必要になった児童生徒

新入学児童（新1年生）

　１ アレルギーの治療と病性を確認する。

栗東市　学校におけるアレルギー対応マニュアル

↓

保護者用文書の
配付

配付時期

↓

〇新1年生（就学時健康診断時）
　　最終窓口で確認書の「（3）に○」

↓

就学時健康診断時に配付・回収
・市内園…各園を通じて
・市外園…郵送

　【滋賀県版】管理指導表、活用のしおり
　　を配付（保護者と相談）

在校児童・生徒（新小2～中3）

・保健調査票とともに配付（４月）
・要管理児童生徒は、12月(冬休み前）に管理指導表
とともに配付

　【滋賀県版】管理指導表、活用のしおり
    （主治医用）を配布

　　保健窓口で保護者と健康相談をする。

平成３０年９月１０日一部改訂
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「学校給食予定献立表冊子」、「給食予定献立表
（裏面白紙のもの）」１部、「給食予定献立表
（裏面給食だよりのもの）」を対象の保護者に
配布 
4 月初めはさらに「令和○年度 4 月～3 月分 
学校給食における加工食品材料配合表」を 1 部
配布 

除去する食品・代替食等を「給
食予定献立表（裏面白紙のも
の）」に記入 

給食予定献立表を見て、給食の献立の中から除
去すべき食品をマーカーでチェック 

除去食品・代替食記入済みの給
食献立予定表（裏面白紙のもの
を担任に返却 

保護者から返却された給食予定献立表（裏面白
紙のもの）と担任がチェックした給食予定献立
表の照合 

保護者が記入した給食予定献立表（裏面白紙のもの）をコピーし、マーカーでチェックし直
し、職員室横掲示板に掲示 

エピペン持参の児童以外は、電話台下ロッカー内のファイルに保管 
（自習等で担任外の教員が給食指導に入る際は、職員室で把握する） 

給食予定献立表の原本を教室に掲示 

（２）給食の対応について 

①月末における給食献立表の対応 

        担 任                     保護者  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②給食指導時の対応 

 食 前  

・担任は、除去すべきものが児童の机に配膳されていないか、献立表と照合しながら確認。 

・エピペンを持参している児童のうち、校内で検討し必要と判断された児童の担任は、確認結

果を職員室に連絡し、連絡を受けた職員室の職員は、アレルギー対応表（様式１１）に記録。 

・その他の児童の担任は、携帯しているアレルギー対応表（様式１１）に確認結果を記録。 

 食 後  

・担任は、食後、児童に異変がないか様子を観察。 

・エピペンを持参している児童のうち、校内で検討し必要と判断された児童の担任は、観察結

果を職員室に連絡し、連絡を受けた職員室の職員は、アレルギー対応表（様式１１）に観察

結果を記録。 

・その他の児童の担任は、アレルギー対応表（様式１１）に観察結果を記録。 
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③除去食における対応（乳と卵の除去食を平成３０年9月より下記の要領で実施） 

○対応決定までの流れ 

アレルギー疾患に関する確認（保護者宛て文書の配布・回収）

《新入学児童・・・就学時健康診断時》

《在校児童・生徒・・・１２月冬休み前》 【学校】

管理指導票の回収・確認

《１月下旬》 【学校】

必要に応じて面談を実施《２月》

食物アレルギー対応者文書の配布と提出(依頼)《２月下旬》

乳、卵について配慮が必要な児童生徒について管理指導票の写しを添付して

「学校給食食物アレルギー対応食対象者報告書」（様式１）の提出

《３月上旬》

乳、卵の除去食対象者の決定

《３月上旬》

学校宛てに「学校給食食物アレルギー対応食対象者決定通知書」（様式２）の通知

《３月上旬》

保護者に対して、「学校給食食物アレルギー対応食同意書」（様式３）の配布・回収

《３月中旬》

「学校給食食物アレルギー対応食対象者（新クラス）報告書」（様式１－２）の提出

《４月上旬》

＊飲用牛乳停止のみの場合は、給食停止届（様式６）に管理指導表の写しを付けて提出する。

＊転入生については、随時対応する。（様式1と管理指導票の提出）

対応実施

【学校→共同調理場】

【保護者・学校・共同調理場】

【学校→共同調理場】

【共同調理場・市教育委員会】

【共同調理場→学校】

【共同調理場→学校→保護者→学校→共同調理場】

【共同調理場→学校】
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・除去食の実施にあたっては、次の①～④のすべてを満たす場合において対応する。 

 

食物アレルギー対応対象の児童生徒の条件 

①医師の診断により、食物アレルギーと診断されていること。 

②献立によっては、給食を食べることができない場合があること。 

③アレルギー物質（原因食品）が特定されており、医師から食事の管理を指示されているこ

と。 

④家庭でもアレルギー物質を含む食物の除去を行うなど食事の管理を行っていること。 

 

・対応食は、下記の手順により、確実に児童に手渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校給食以外における対応 

①学校生活での留意点 

 ごく少量のアレルゲンに触れるだけでもアレルギー症状を起こす児童がいる。このような児

童は、アレルゲンを「食べる」だけでなく、「吸い込む」ことや「触れる」ことも発症の原因と

配膳員 

①配送運転手から対応食を受け取るとともに、「食物アレルギー対応食確認表」

にサインをする。 

②対応食の検食分を管理職に渡す。 

 

管理職 

①配膳員から受け取った対応食の検食を行い、検食簿に記録を残す。異常（異

味・異臭・アレルゲンの混入）を認めた場合は、速やかに共同調理場に連絡

し、提供を中止する。 

 

配膳員 

③児童生徒の発達段階や学校の取り決めに応じて、配膳員が教室に届ける、も

しくは本人が配膳室に取りに行く。 

（教職員・本人以外には渡さないこと） 

④全員分の受け渡しが終わったら、「食物アレルギー対応食確認表」に管理職の

確認印をもらう。 

 

学級担任等 
①配膳員から対応食を受け取った場合は、専用容器のラベルを確認して「食物

アレルギー対応食確認表」にサインをし、対象児童生徒に渡す。 

 

本人 

①配膳員から対応食を受け取った場合は、専用容器のラベルを確認して「食物

アレルギー対応食確認表」にサインをする。 

②食べる直前に、専用容器から食器に移し替える。 

 

学級担任 ①対応食提供の児童生徒の喫食状況や健康観察を行う。 

 

本人もしくは学

級担任等 

①専用容器を配膳室に返却する。 

（専用容器を返却し忘れた場合は、共同調理場まで返却する。） 
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なるため、個々の児童に応じたきめ細やかな配慮が必要である。「管理指導表」に記載された主

治医からの指示を参考に、保護者等と十分な協議を行い、個別の具体策を考える。協議を行っ

た際は、記録を残し、双方で確認して対応を徹底する。 

 全教員が適切に対応できるよう研修を実施するとともに、日常から非常時に備えた意識の周

知徹底を行う。   

１）食物・食材を扱う授業・活動 

微量の摂取・接触により発症する児童は、「食べる」だけでなく、「原因物質が浮遊した空 

     気を吸い込む」ことや「触れる」こと等、ごく少量の原因物質でも発症する原因になること 

を踏まえ、次のような活動には十分配慮する。 

・調理実習  

・牛乳パックの洗浄 

・アレルゲンに触れる可能性のある活動（生活科、図画工作科、学級活動等） 

・校外学習等（弁当のおかずの交換） 

 

２）運動（食物依存性運動誘発アナフィラキシー） 

     ・誤って原因物質を食べた場合、以後2時間の運動は避ける。 

     ・保護者と相談して運動を管理する必要がある。 

 

３）宿泊を伴う校外活動 

     ・宿泊先で重篤な症状が出現した場合を想定して、搬送する医療機関や消防機関を事前に 

      把握する。 

     ・食後、1時間は児童の様子を注視し、体調に異変がないか児童に声をかける。 

     ・児童が有するアレルギー疾患や、当該児童が持参している救急治療薬に関する情報等を 

引率教職員全体で共有する。 

     ・事前に宿泊先等と連絡を取り、食事内容について確認し、配慮を要請する。宿泊先等と協

議、要請した内容は、記録を残すとともに、保護者へも書面で伝え、連携体制を取る。 

 

４）担任以外の教員による授業 

 ・毎週、学年会において次週の学習内容の確認を行う。 

 ・担任は保護者と連絡・相談を行い、実施や参加方法等について確認を行う。 

 

②食物アレルギーに関する指導 

 食物アレルギーを有する児童が安全・安心な楽しい学校生活を送るためには、当該児童の状 

況について、他の児童からも理解が得られるような配慮をすることが重要である。 

 保護者の意向やプライバシーに配慮しながら、児童の発達段階に合わせて、食物アレルギー 

を有する児童への配慮等を含むアレルギーについての基本的な理解を促す指導を行う。 

    ・食物アレルギーについての基本的な理解 

    ・食事を安全に楽しむために など 
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（４）校内研修 

    食物アレルギーを有する児童について、全教職員で情報の共有を図るとともに、誰もが緊急

時に適切に対応できるように、校内研修を実施して、緊急時に備える。また、参考様式１０に

より、研修記録を残す。 

 

①研修時期 

・年度初め（学校給食開始まで）に必ず教職員全員の研修を実施し、アレルギー対応取組プラ

ンの見直しに合わせ、9月に再度教職員全員の研修を実施し、記録を残す。（様式１０） 

   ・校外学習や宿泊を伴う行事の前など、必要に応じて研修を実施し、記録を残す。（様式１０） 

  

②研修内容 

   １）食物アレルギーの基本的な知識の理解 

 ・食物アレルギーについて  ・アナフィラキシーについて 

 

２）校内の連携体制の構築 

 ・該当児童に対する個別指導のあり方 

 ・学校管理指導表や食物アレルギーを有する児童に対する取組プランについて 

 

３）日常生活での配慮事項 

 ・給食での対応 

・給食以外での対応 

・該当児童以外の児童に対する説明および協力依頼のあり方 

 （食育の授業等の活用） 

 

４）緊急時の対応 

 ・発症時の症状と対応の仕方（教職員の役割分担） 

 ・緊急対応訓練（シミュレーション研修、消防機関や医療機関との連携） 

 ・エピペンの保持者と保管場所の確認、使い方の実技研修 

 ・発症時の児童の心のケアの方策 

 

（５）個人情報の管理  

学校は、収集した対象児童・生徒の個人情報に十分留意して管理するものとする。 

・提出された「管理指導表」及び「取り組みプラン」「引き継ぎ書」等を一緒にファイルに綴り、

職員室において一括管理する。 

・このファイルは、個人情報に係る文書であることに留意し、日常的に保管場所を確認するなど

管理を徹底するとともに、緊急時には職員が確認できるような体制で保管する。 

・転出・卒業等によるファイルの取扱いについては、保護者と相談して転出先、進学先に引き継

ぐ。 
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５ 食物アレルギー緊急時対応マニュアル 

 

※全職員がラミネートしたものを携行し、いつでも対応できるようにする。また、教室にも同じものを

掲示しておく。 
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Ａ 学校内での役割分担 

※記録者は、経過記録表（様式９）に児童の症状を記録する。 
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B 緊急性の判断 
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C エピペン®の使い方 
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D 救急要請（119番通報）のポイント 

 

 

 

栗東市綣７丁目１４－１９ 

栗東市立大宝小学校 

０７７－５５２－２２７９ 
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E 心肺蘇生とAEDの手順 
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６ 参考様式 

・様式1  アレルギー疾患に関する確認書の提出について 

令
和

 
 
年

 
 
月

 
 
日

 

 
市
立
小
学
校
２
～
６
年
生
児
童
の
保
護
者
の
皆
様

 

市
立
中
学
校
１
～
３
年
生
生
徒
の
保
護
者
の
皆
様

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
栗
東
市
教
育
委
員
会

 
 

  

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
確
認
書
等
の
提
出
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

 

 

日
頃
は
、
本
市
の
教
育
行
政
の
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

さ
て
、
現
在
、
市
内
の
各
学
校
で
は
、
全
て
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
確
認
書
」
を

ご
提
出
い
た
だ
き
、
お
子
さ
ん
が
安
全
に
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
気

管
支
喘
息
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
症

状
が
あ
り
、
学
校
生
活
に
お
い
て
特
別
な
管
理
や
配
慮
が
必
要
な
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、「
学
校
生
活
管
理
指
導

表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）
」
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
緊
急
体
制
の
確
認
や
給
食
停
止
の
対
応
等
の
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
も
下
記
の
と
お
り
関
係
書
類
を
学
校
へ
ご
提
出
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

な
お
、
右
の
確
認
書
の
③
に
○
を
ご
記
入
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
後
日
学
校
よ
り
「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）
」
等
の
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
主
治
医
の
先
生
に

必
要
事
項
の
記
載
と
証
明
を
も
ら
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
へ
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 

記
 

 １
 
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
確
認
書
」
…

 
全
て
の
方
に
ご
提
出
い
た
だ
く
書
類
で
す
。

 

（
１
）
対

 
象

 
者
：
全
員
（
お
子
さ
ん
一
人
に
つ
き
１
枚
）

 

（
２
）
用

 
 
紙
：
切
り
取
り
線
か
ら
右
の
部
分
で
す

 

（
３
）
提
出
期
限
：
令
和

 
 
年

 
 
月

 
 
日
（

 
）
ま
で

 
※
期
日
厳
守
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 ２
 
「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
（
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
用
）
」
（
必
ず
医
師
の
証
明
が
必
要
で
す
）

 

（
１
）
対

 
象

 
者
：
右
の
「
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
確
認
書
」
の
③
に
○
を
記
入
さ
れ
た
、
学
校
生
活
に

 

お
い
て
特
別
な
管
理
や
配
慮
が
必
要
な
お
子
さ
ん

 

〔
例
え
ば
〕
・
給
食
の
成
分
表
を
も
ら
っ
て
い
る
お
子
さ
ん

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
給
食
に
お
い
て
除
去
食
が
あ
る
お
子
さ
ん
や
代
替
食
を
も
っ
て
来
て
い
る
お
子
さ
ん

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
給
食
に
お
い
て
牛
乳
を
止
め
て
い
る
お
子
さ
ん

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
水
泳
や
運
動
の
時
に
配
慮
が
必
要
な
お
子
さ
ん

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
宿
泊
や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
等
で
吸
入
や
投
薬
の
必
要
な
お
子
さ
ん

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
蜂
刺
さ
れ
に
よ
る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
る
お
子
さ
ん

 
 
な
ど

 

（
２
）
用

 
 
紙
：
後
日
、
学
校
か
ら
お
渡
し
し
ま
す
。

 

（
３
）
提
出
期
限
：
令
和

 
 
年
５
月

 
 
日
（

 
）
ま
で

 
※
期
日
厳
守
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
４
）
そ

 
の

 
他

 

・
給
食
停
止
等
の
対
応
は
、
「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
」
等
の
医
師
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

 

・
「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
」
に
つ
い
て
は
、
毎
年
１
回
更
新
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

 

・
医
療
機
関
で
の
「
学
校
生
活
管
理
指
導
表
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

 

・
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
学
校
ま
た
は
栗
東
市
役
所
学
校
教
育
課
（
０
７
７
－
５
５
１
－

 

０
１
３
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
関
す
る
確
認
書
 

  

 
 

 
年

 
 

 
組

 
 

 
番

 
お
子
さ
ん
の
名
前

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
保

 
護

 
者

 
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
○印

 

※
自
署
の
場
合
は
押
印
不
要

 

◆
 
①

～
③

の
該

当
す

る
と

こ
ろ

に
○

印
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

 

（
 

 
）

①
 
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
 

 
）

②
 
下
記
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
特
別
な
配
慮
や
制
限
な
ど
な
い
た
め
必
要

と
な
っ
た
場
合
は
管
理
指
導
表
を
提
出
し
ま
す
。

 

（
 

 
）

③
 
下
記
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
お
い
て
管
理
指
導
表
に
よ
る
特
別
な
配
慮
を
希
望
し
ま
す
。

 

 ◆
 
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

が
あ

る
場

合
（

上
記

②
・

③
に

○
を

さ
れ

た
方

）
は

、
下

記
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
 

該
当

す
る

ア
レ

ル
ギ

ー
に

○
 

ア
レ

ル
ゲ

ン
 

原
因

と
な

る
も

の
 

（
分

か
る

場
合

）
 

学
校

で
必

要
な

 

管
理

内
容

 

緊
急

時
の

 

対
応

方
法

 
自

己
管

理
 

例
 

 
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

 
○

 
卵

 

牛
乳

 

代
替
食
持
参
し
ま
す

 

給
食
成
分
表
が
必
要

 

牛
乳
は
停
止
し
ま
す

 

病
院
搬
送
必
要

 

○
○
病
院

 

で
き
る

 

で
き
な
い

 

気
管
支
喘
息

 
 

 
  

  

で
き
る

 

で
き
な
い

 

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

 
 

 
  

  

で
き
る

 

で
き
な
い

 

ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎

 
 

 
  

  

で
き
る

 

で
き
な
い

 

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

 
 

 
  

  

で
き
る

 

で
き
な
い

 

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

 
蜂
な
ど

 
 

 
  

  

で
き
る

 

で
き
な
い

 

ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎

 
 

 
  

  

で
き
る

 

で
き
な
い

 

そ
の
他

 

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）

 
 

 
 

 
で
き
る

 

で
き
な
い

 

 

〈 き り と り 〉 
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・様式2  学校生活管理指導表ならびにアレルギー疾患に関する確認書の提出について 
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様式3  【滋賀県版】学校生活管理指導表 
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様式4  【滋賀県版】学校生活管理指導表活用のしおり～主治医用～ 
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様式5  【滋賀県版】学校生活管理指導表活用のしおり～保護者用～ 
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様式5  【滋賀県版】学校生活管理指導表活用のしおり～保護者用～ 
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様式6  保護者との面談記録 

記入年月日：    年    月    日（  ） 

 

記録者氏名                     

 

入学・

進級時 

家庭 

訪問時 

夏季 

休業前 

冬季 

休業前 
その他 

 

保 護 者 と の 面 談 記 録 

 

  年  組  児童氏名：                 

 

１ アナフィラキシー発症状況 

 

   ①回     数：     回 

   ②最後の発症年月：     年     月 

   ③発症時の具体的な症状：（                         ） 

④医師から注意するように言われている症状：（                ） 

   ⑤アナフィラキシーショックの有無：（  有  ・  無  ） 

 

２ 子ども自身で、緊急時に備えた処方薬を管理できますか？ 

    

 

  □ いいえ 

   →  保護者との協議内容 

 

 

 

  □ はい 

 

３ 薬（エピペン）持参希望の有無   （  有  ・  無  ） 

 

４ 学校生活上の留意点 

  

 

 A 給食  

   →  保護者との協議内容 

 

 

 

 

B 食物・食材を扱う活動 

   →  保護者との協議内容 

 

 

 

※ 「病型・治療」の「D 緊急時に備えた処方薬」にて、緊急時に備えた処方薬１

から３までのいずれかに○がついている場合 

 

※ 「アナフィラキシー」ありの場合 

※ 「学校生活上の留意点」にて、「保護者と相談し決定」に○がついている場合 
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様式７ アレルギー疾患に関する取り組みプラン【栗東市版】 

　アレルギー疾患に関する取り組みプラン （　食物アレルギー　）

年 組 性別 生　年　月　日

令和　　年　　月　　日生

1 管理指導表の提出 あり

2 アレルギー疾患名

3 保護者連絡先

① 名前 TEL

② 名前 TEL

4 医療機関名

医師名　： TEL 

5 病型・治療　学校における配慮

チェック欄

6 学校給食対応 レベル１（詳細な献立表対応）・レベル２（一部弁当対応）

レベル３（除去食対応）・レベル４（代替食対応）・レベル５（完全弁当対応）

保護者説明・協議日 令和　　年　　月　　日

上記の内容を確認しました。

令和　　年　　月　　日        学校確認印

　保護者氏名　　　　　　　　　　　　　　 印　（自署による場合は押印不要）

A.給食

B.食物・食材を扱う授業・活動

C.運動

D.宿泊を伴う校外学習

E.原因食物を除去する場合に

より厳しい除去が必要なもの

F.主治医から学校への

  連絡事項

学校生活上の
留意点

病型・治療

学級担任名

D

A

B

C

食物アレルギー病型(食物アレルギ-ありの場合のみ記載)

アナフィラキシー病型(ｱﾅﾌｨﾗｷｼｰの既往ありの場合のみ記載)

原因食物・除去根拠（①既往 ②負荷試験陽性 ③抗体検査陽性 ④未摂取）

a

名　前

校長 教頭 保健主事 養護教諭 担任
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様式8  アレルギーに関する引き継ぎ書 

 

記入者：

児童名

アレルギー項目

保護者とのやりとり

毎月・毎日の担任の
先生の動き

給食時間

はみがき

掃除時間

行事ごと
（宿泊・校外学習・運動会

・マラソン大会など）

備考欄
＊引き継ぎ事項があれ

ば、細かなことでも良い
のでご記入ください。

　　　次年度に確実に引き継げるように記入を依頼したいと思います。

アレルギーに関する引き継ぎ書

　　　　　　　　　　　　 記入日：令和　年　３月　　日

(    ) 学校給食予定献立表冊子、給食予定献立表（裏面白紙のもの）２部・給食
　　　予定献立表（裏面給食だよりのもの）１部を渡す。
(    ) 給食予定献立表（裏面白紙のもの）にチェック（マーカーで）済みのものをもらう。
(    ) 連絡帳などでその都度、食べないメニュー・代替食の有無を連絡してもらう。
(    ) 食べてよいか不安な献立があれば、当日までに保護者に確認する。
(    )
(    )

(    ) 給食当番でアレルギーのもの（　　　　　　　　　　　　）の当番を外す。
(　　) 配膳台を後ろに置く。
(　　) 机の（上・横）に食べられませんカードを（置く・貼る）。
(    ) 代替食を職員室に（　担任 ・ 本人　）がとりにいく。
(    ) 献立表を見ながら、除去すべきものが本人の机の上にないか確認する。
(    ) 食べているとき、食べ終わったあとの様子を注意してみる。
(    ) 食前・食後の体調を職員室に連絡をする。
(    ) 食前・食後の体調をアレルギーチェック表に記入をする。

(    ) 掃除当番で（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）を外す。
(    )

(    ) エピペンをランドセルから校外学習等のかばんへ移すように指導する。
(    ) 宿泊行事では（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）に注意する。

　食物アレルギー（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）エピペン持参：　あり  ・　なし

(    ) 給食成分表をみて、食べられないものがいつあるかチェックする。
(    ) 保護者から預かった給食予定献立表（裏面白紙）と担任がチェックしたものを
　　　すり合わせる。
(    ) 教室の（ 献立表を貼るところ ・ 教卓のうしろ ）に保護者から預かった給食予定
　　　献立表（裏面白紙のもの）を掲示する。
(    ) 職員室の掲示版に保護者から預かった給食予定献立表（裏面白紙のもの）の
　　　コピーを掲示する。（エピペン持参児童のみ）
(    ) 保護者から預かった給食予定献立表（裏面白紙のもの）のコピーを職員室の所定の
　　　場所に入れる。（エピペン持参児童以外）
(    ) 代替食を職員室に（　担任 ・ 本人　）がもっていく。
(    ) 代替食を（　　　　　　　　　　　　　）で保管する。
(  　）

＊実施されている項目には○、されていない項目には×を(   )内に記入お願いします。
＊その他に気をつけておられることがあれば、追加して記入をお願いします。

(    ) 牛乳を流す手洗い場を限定する。（歯みがきの手洗い場と分ける）

(    )

　　　　　　　年　　　　組　　
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様式９  経過記録表 

 

 

 

 

経過記録表

症状 備考

全身 元気がない・ぐったりしている・意識朦朧
モウロウ

その他

咳 犬がほえるような咳

呼吸 息がしにくい・ゼーゼーする呼吸・呼吸困難

おなか 腹痛・吐き気・嘔吐・下痢

のど かゆみ・締めつけられる感じ

胸 痛み・締めつけられるような感じ

声 声のかすれ・咳・長引く強い咳・

皮ふ じんましん（全身）

目 腫れ・かゆみ・充血

くちびる 腫れ・かゆみ

血圧　　　mmHg　 　体温　　　　℃

：
脈拍　　　回/分　呼吸数　　　回/分

血圧　　　mmHg　 　体温　　　　℃

症
状
経
過

時間 バイタルサイン

：

部位

脈拍　　　回/分　呼吸数　　　回/分

考えられる症状 こんな症状があればエピペン！

血圧　　　mmHg　 　体温　　　　℃

：
脈拍　　　回/分　呼吸数　　　回/分

血圧　　　mmHg　 　体温　　　　℃

：
脈拍　　　回/分　呼吸数　　　回/分

血圧　　　mmHg　 　体温　　　　℃

：
脈拍　　　回/分　呼吸数　　　回/分

血圧　　　mmHg　 　体温　　　　℃

：
脈拍　　　回/分　呼吸数　　　回/分

誤食時間 月　　　　日　　　　時　　　分ごろ

食べたもの

食べた量

病院での治療に必要になります！

記録も大切ですが、人命救助を最優先に！

・のどや胸がしめつけられる

・声がかすれる

・犬がほえるような咳

・持続する強い咳込み
・ゼーゼーする呼吸

・息がしにくい

・繰り返し吐く

・持続する強いおなかの痛み

・唇や爪が白い

・意識が朦朧としている

・ぐったりしている

・脈が触れにくい
エピペンを打った時間 ：
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様式１０  研修会記録 

 

食物アレルギー対応校内職員研修会 

年   月   日 

 

１ 日 時      年  月  日（ ）  時  分～  時  分 

 

２ 場 所 

 

３ 参加者氏名 

 

 

 

４ 欠席者氏名 

 

 

５ 欠席者への対応 

 

 

４ 内 容 

（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） 

 

５ 成果・課題 
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様式１１ 食物アレルギー対応表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番

担任

食前 食後

1日（ 月 )

2日（ 火 )

3日（ 水 )

4日（ 木 )

5日（ 金 )

8日（ 月 )

9日（ 火 )

10日（ 水 )

11日（ 木 )

12日（ 金 )

14日（ 月 )

15日（ 火 )

16日（ 水 )

17日（ 木 )

18日（ 金 )

21日（ 月 )

22日（ 火 )

23日（ 水 )

24日（ 木 )

25日（ 金 )

28日（ 月 )

29日（ 火 )

30日（ 水 )

校長 教頭 養護教諭 保健主事 担任

アレルギー

給食センターより
対応食の提供がある日 代替食を持参する日 特記事項

食物アレルギー対応表　2023年4月 名前

担任名

アレルゲン
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様式１２ 

令和５年度 食物アレルギー対応委員会 委員構成表 
    

職  名 氏      名 

校   長    

教   頭    

教務主任    

養護教諭    

栄養教諭    

保健主事    

給食主任    

学年主任           

       

     

学級担任     

   

   

  

   

  

 

【参考文献】 

 学校給食における食物アレルギー対応指針（文部科学省） 

学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン要約版（文部科学省） 
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版数 改訂年月日 改　訂　内　容 承認 審査 作成

0 2018.2.16 初版策定

1 2018.4.3 表紙

（４）校内研修　研修内容（P.7）

（様式11）委員会　委員構成表（P.28）

2 2018.5.7
３校内及び関係機関との連携体制づくり
　４）を追加

（２）教職員の役割
　１２．対応方法の検討　担当の追加（P.3）

3 2018.6.13
（２）給食の対応について②給食指導時の対応
　　アレルギー対応表について追加　（P.6）

4 2018.9.11
（２）給食の対応について②除去食における対応
　　追加　（P.７．８）

様式１２　食物アレルギー対応表（P.31)

5 2019.4.3 表紙及び様式１１

(3)学校給食以外における対応②学校生活での留
意点　４）担任以外による授業　追加（P.9）

6 2020.4.1 表紙及び様式８

③除去食における対応　追加（P.７）

7 2021.4.1 表紙及び様式１１・１２の入れ替え

8 2022.4.1
表紙及び学校生活管理指導表改定に伴う様式
３・４・５・７の差し替え

9 2023.4.1 表紙及び様式１１の変更

アレルギー対応指針文書名称

改訂履歴表


